
警　　防　　編



区分 経過
所属 年数

水 槽 ２,０００ ㍑

薬 剤 ５００ ㍑

エンジンカッター １

チェンソー １

空気呼吸器 ３

２ ポ ン プ 車
いすゞ
エルフ

２１ Ａ－２級 ５

５ ポ ン プ 車
三菱ふそう
キャンター

１ Ａ－２級 ２５

水 槽 ２,０００ ㍑

エンジンカッター １

チェンソー １

小型動力ポンプ（B-3級）

水 槽 １０,０００ ㍑

９ ポ ン プ 車
日野
レンジャー

２２ Ａ－２級 ４

水 槽 １２５ ㍑

消防本部 ウインチ １

大型照明装置 １

消 防 署 高圧噴霧装置 １

エンジンカッター １

チェンソー １

救命索発射銃 １

携帯用ｺﾝｸﾘｰﾄ破壊器具 １

ガス測定器 １

空気呼吸器 ４

油圧式救助器具一式 １

１１
予 防
査 察 車

トヨタ
ハイエース

１６ １０

１３
指 揮
広 報 車

トヨタ
ハイラックスサーフ

２０ ６

１５ 交通安全車
日産
エクストレイル

２５ １

救急１
高 規 格
救 急 車

トヨタ
ハイメディック

２２ ４

救急２
高 規 格
救 急 車

トヨタ
ハイメディック

１２ １４

小 型 動 力
ポ ン プ

シバウラ １３ Ｂ－３級 １３

ホ イ ー ル
ロ ー ダ

ＴＣＭ ９ １７

３ ポ ン プ 車
日野
デュトロ

１３ Ａ－２級 １３

小 型 動 力
ポ ン プ

シバウラ ５０ Ｂ－３級 ３９

ホ イ ー ル
ロ ー ダ

コマツ ４ ２２

幾 春 別
消    防
センター

７ Ａ－２級 １９１

８
大 型
水 槽 車

日野
プロフィア

化 学 車
日野
ライジング
レンジャー

消 防 施 設

【 消 防 機 械 】
（平成２７年４月１日現在）

車号 形　式 車　　　種 年式 ポンプ区別 備　　　考

低公害車

７
水 槽 付

ポ ン プ 車

日産ディーゼル
コンドル

２ Ａ－１級 ２４

２１
 セルプラ
 ポンプ

５

低公害車

低公害車

１０
救 助
工 作 車

日野
レンジャー

１８ ８

バケット容量 ０．４ トン

バケット容量 ０．６ トン

低公害車

高度救命処置用資機材一式

高度救命処置用資機材一式

生活安全センター

－２４－



消 防 署

岡山・三笠・唐松分団

単 口 １４７ ３３ １８０

双 口 １２ ０ １２

小 計 １５９ ３３ １９２

１００立方メートル以上 ０ １ １

  ４０立方メートル以上 ４５ １５ ６０

  ２０立方メートル以上 ５ ６ １１

  ２０立方メートル未満 ３ ２ ５

小 計 ５３ ２４ ７７

２１２ ５７ ２６９合 計

消

火

栓

公

設

防

火

水

槽

公

設

【 消 防 水 利 施 設 】
（平成２７年４月１日現在）

管轄別

弥生・幾春別分団 合 計

区　分

－２５－



１ ２

J-ALERT

１

緊急通報装置（ホットライン１１９）

１

（放送設備・招集サイレン）

遠隔起動装置

１

受信装置

消 防 通 信 施 設

２１８

庁内電話

（平成２７年４月１日現在）

１０

（平成２７年４月１日現在）

【 消 防 通 信 構 成 】

【 消 防 通 信 系 統 図 】

特定小電力

１６０

通報装置
招集装置 ファクシミリ

無線機

デジタル　１

市立病院

携帯無線受信機

（アナログ用）

５２

超短波消防無線

移動局

２５（車載１２・携帯１２・可搬１）

（車載１０・携帯２４・可搬２）

移動局

防災行政無線

基地局

１３８ １１

業務電話 株式会社業務電話

０１

専用回線

放送設備

５

消防専用回線

電話

防災無線内線電話
幾春別消防センター

東日本高速道路

市役所

６

基地局（市役所）

（１１９番）

火災報知電話
一般加入電話

三笠警察署

受令機

非番招集無線

アナログ　１

２４（車載１２・携帯１２）
１

３６

ア ナ ロ グ 波 
 

消 防 波 １ 波 
全 国 共 通波 １波 

デ ジ タ ル 波 
 

活 動 波 １ 波 
統 制 波 ３ 波 

消 防 緊 急 

通 信 指 令 施 設 

通 信 指 令 室 

消

防

専

用

回

線
 

一

般

加

入

電

話
 

火

災

報

知

電

話
 

消

防

署
 

消

防

本

部
 

幾

春

別

消

防
 

セ

ン

タ

ー
 

三

笠

警

察

署
 

東

日

本

高

速
 

道

路

株

式

会

社
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識別信号 ＣＨ数
空中線

電力（W） 識別信号 ＣＨ数
空中線

電力（W）

三笠市消防本部 みかさしょうぼう 2 10 4 10

化 学 車 みかさ１ 2 10 11 5

ポ ン プ 車 みかさ２ 4 10 11 5

ポ ン プ 車 みかさ３ 2 10 11 5

ポ ン プ 車 みかさ５ 2 10 11 5

水槽付ポンプ車 みかさ７ 2 10 11 5

大 型 水 槽 車 みかさ８ 4 10 11 5

ポ ン プ 車 みかさ９ 4 10 11 5

救 助 工 作 車 みかさ１０ 4 10 11 5

予 防 査 察 車 みかさ１１ 2 10 11 5

指 揮 広 報 車 みかさ１３ 4 10 11 5

高規格救急車 みかさきゅうきゅう１ 4 10 11 5

高規格救急車 みかさきゅうきゅう２ 4 10 11 5

みかさ２０ 2 5 みかさ１０１ 22 1

みかさ２１ 2 5 みかさ１０２ 22 1

みかさ２２ 2 5 みかさ１０３ 22 1

みかさ２３ 2 5 みかさ１０４ 22 1

みかさ２４ 2 5 みかさ１０５ 22 1

みかさ２５ 2 5 みかさ１０６ 22 1

みかさ２６ 1 1 みかさ１０７ 22 1

みかさ２７ 1 1 みかさ１０８ 22 1

みかさ２８ 2 1 みかさ１０９ 22 1

みかさ２９ 2 1 みかさ２０１ 22 1

みかさ３０ 2 1 みかさ２０２ 22 1

みかさ３１ 2 1 みかさ２０３ 22 1

可搬 通信指令室保管用 みかさ１６ 2 10

№１ 20 0.01

№２ 20 0.01

№３ 20 0.01

№４ 20 0.01

№５ 20 0.01

【　 消　 防 　無 　線　 】

アナログ波
配置

区　分

無線別

（平成２７年４月１日現在）

デジタル波

　周波数毎にCH設定されているため、車載無線機の2倍のCH数となっている。）

超

短

波

消

防

無

線

移

動

局

基地局

消防隊員携帯用

※　アナログ波：消防波1波　全国共通波3波

※　デジタル波：活動波1波　統制波3波　主運用波7波（携帯無線機は、送信用周波数と受信用

特

定

小

電

力

無

線

機

消防車両積載用

ア ナ ロ グ

周 波 数 と

同 じ

携帯

車載

－２７－



建

物

そ
の

他

市内 3 1 12 8 5 29 18 11

市外 5 5 5

合計 3 1 12 8 10 34 18 16

市内 41 12 116 72 32 273 170 103

市外 34 34 34

合計 41 12 116 72 66 307 170 137

市内 7 7 13 △6

市外 0

合計 7 7 13 △6

市内 3 1 5 7 5 21 11 10

市外 5 5 5

合計 3 1 5 7 10 26 11 15

市内 7 2 9 5 4

市外 0

合計 7 2 9 5 4

破

裂

事

故

そ

の

他

の

事

故

警

戒

出動件数

火災 ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故
区　分

事故種別 水

難

事

故

比

較

前

年

合

計

※　警戒にはヘリコプターの出動要請に伴う支援出動を含む。

５　台

救助人員

活動件数

出動団員

出動吏員

（平成２７年４月１日現在）

消 防 活 動

【消防隊方面別出動指定表】

２　台

２　台

特命出動
出動別

方面別
第１種出動

２　台

風

水

害

等

自

然

災

害

５　台

４　台

４　台

４　台

交

通

事

故

【 事 故 種 別 災 害 出 動 状 況 】

建

物

等

に

よ

る

事

故

機

械

に

よ

る

事

故

２　台

幾 春 別 ・ 奔 別 ・ 桂 沢

２　台

岡 山 ・ 萱 野

唐 松 ・ 東 清 住

弥 生

三 笠 （ 農 村 ） ・ 幌 内

第２種出動

２　台 １　台

１　台

２　台

２　台

－２８－



救助
人員

1

1

1

3

1

1

1

住宅からの落雪により住人
が埋まったもの。
三笠警察と連携し、救助。

事故内容出動車両

救助工作車
高規格救急車
(救急1)
指揮広報車

住宅からの落雪により、小
児の足が氷の下敷きになっ
たもの。

ﾀﾝｸﾛｰﾘｰと乗用車2台の事
故。先着救急隊と救助隊で
傷病者1名を救出。

ﾜｺﾞﾝ車が路肩で横転。ｼｰﾄを
後方へｽﾗｲﾄﾞし、挟まれを開
放。ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾄﾞにて車外へ救
出。

救助工作車
高規格救急車
(救急1）
タンク車

救助工作車
高規格救急車
(救急1)

救助工作車
高規格救急車
(救急1・2)
指揮広報車

使用器材

油圧救助資機材
バックボード

なし

バックボード

なし
救助工作車
高規格救急車
(救急1)

備
　
　
考

 他キャンセル２件

合
　
　
計

救助工作車
高規格救急車
(救急1)

1

4ｔﾄﾗｯｸと軽ﾄﾗｯｸの正面衝突
事故。
軽ﾄﾗｯｸ運転手に挟まれが
あったため油圧救助器具を
使い救出。

乗用車が路外支柱に衝突
し、閉じ込められたもの。
車両が不安定であったため
固定を実施。ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾄﾞにて
車外へ救出。

乗用車の単独横転事故。
車両ﾊﾞｯｸﾄﾞｱを開放し、傷病
者3名を救出。

21

5

1

2

1

ゾンデ棒

 他キャンセル５件

 一般負傷

 他キャンセル２件

 他キャンセル１件

救助工作車
高規格救急車
(救急1)
予防査察車

2

1

1

6

1

1

5

3

2

火
　
　
災

8

     事故種別

 区　分

通算要請状況

５年間の合計

平成２２年

平成２３年

平成２４年

平成２５年

平成２６年

三笠市萱野108番地
道道三笠栗山線
武部建設付近

三笠市柏町

三笠市堤町

三笠市萱野163番地
道道岩見沢桂沢線路
肩

三笠市岡山
道道三笠栗山線
萱野橋上

三笠市萱野道道岩見
沢桂沢線
高速道路高架橋から
約100ｍ三笠側

三笠市大里
道道岩見沢桂沢線
がんばり村ﾌｧｰﾑ交差点
から約100ｍ岩見沢側

【 主 な 救 助 出 動 状 況 】

備考　平成３年には火災による熱傷傷病者を２名搬送。平成10年、12年に急病でそれぞれ１名搬送。

平成18年には林野火災消火のため自衛隊ヘリ６機、防災ヘリ１機、札消ヘリ１機を要請。

平成19年には捜索活動のため防災ヘリ２機、道警ヘリ１機を要請。

交
通
事
故

1

急
　
　
病

そ
の
他

場所日 時 事故種別

H26.1.20

H26.2.1

落雪事故

交通事故

H26.4.4

落雪事故

H26.2.25 交通事故

交通事故

H26.12.9 交通事故 バックボード

【ヘリコプター出動要請状況】

交通事故

 ※　上記以外に要救助者なしの交通事故事案が７件、その他の事案が６件あり。

H26.11.14

H26.8.4 バックボード

－２９－


